「富山県観光振興条例（仮称）」素案に関する意見募集
（パブリックコメント）の実施結果について

１　条例素案の作成者
　　自由民主党富山県議会議員会

観光振興条例検討プロジェクトチーム（座長　上田　英俊）
２　意見募集期間

　　平成20年10月1日（水）～10月31日（金）

３　意見募集方法
　　県議会ホームページ、県庁（議会事務局調査課、県民サロン、情報公開窓口）、各地方県民相談室（高岡・魚津・砺波）、県立図書館で閲覧
４　意見提出者数
　　５人

【提出方法】

	郵送
	ファクシミリ
	電子メール
	その他
	計

	
	４人
	１人
	
	５人


５　意見提出件数
　１３件

【提出内容】

	意見の内容
	件数

	・目的、メッセージ性について
	２件

	・役割等について
	３件

	・基本計画について
	１件

	・推進体制の整備について
	３件

	・県民意識の醸成について
	２件

	・広域連携について
	１件

	・施設整備について
	１件

	計
	１３件


　意見の概要及び意見に対する考え方

	No
	意見(パブリックコメント)の概要
	意見に対する考え方
	関係箇所

	１
	目的について

全般を通し、観光振興が目的であるかのような条例の記載となっているが、本来は富山が目指す目的実現に向けた手段が観光振興であることとする書き方を明確にすべきではないか。他の例では、

・「観光立国の実現」のために～（国）

・「観光立県の実現」のために～（千葉、新潟など）

・「観光王国飛騨・美濃」をつくるために～（岐阜）等
	条例素案では、前文において、「真の豊かさを実感できる元気とやまを創造するため、この条例を制定する」と明確に述べております。そして、本文の１目的において、「豊かで活力に満ちた地域社会の実現と本県経済の発展に資することを目的とする。」と規定し、条例の目的を明らかにしているところです。

なお、北海道、愛知県、長崎県の観光振興条例も本県条例素案と似たような記述となっています。
	P1「前文」

P3「１　目的」



	２
	メッセージ性について

本条例では、広く県民にも観光振興の重要性を認識してもらい、富山が目指す目的の実現に向けた役割を担ってもらうことが必要。そのためには、条例にはメッセージ性の強い言葉（表現、キーワード）が必要ではないか。
	前文において、観光は県民生活全体に影響を及ぼす極めて裾野の広い営みであることを述べた上で、県民へのメッセージとして、「このような理解の下に、県民一人一人が、訪れる人々とともに、地域の暮らしの中から自然、景観、歴史、伝統、文化、産業等の地域の魅力をそのまま世界に発信し、次の世代へ引き継いでいくことが重要である。そして、地域の魅力を生かして、地域が一体となって心のこもったサービスを提供することにより、誰もが一度は訪れてみたい、さらには、何度でも訪れたいと思うような個性と魅力にあふれる地域づくりをしていくことが重要である。」と記述したところです。
	P1「前文」



	３
	県の責務について

観光立国推進基本法では県は「責務」を有していることからも、本案の県の位置付け（「～するよう努める」という表現や表記上の序列など）は弱い。目指す目的に向けた県の取り組む姿勢を強く前面に出るよう明記するべきではないか。


	ご意見のとおり、県は、観光立国推進基本法の規定に基づき、同法に定められた地方公共団体の責務の規定の適用を受けることから、それを受けて、県が実施する観光の振興に関する施策の基本となる事項を定めようとするものが、この条例であると考えております。

条例素案では、本県観光振興の担い手として県民、事業者、民間団体、市町村、県が、それぞれ適切な役割分担と相互の連携、協力の下に継続して観光振興に取り組むため、各主体の役割を定めることが適切と考えたことから、県についても「責務」ではなく「役割」として定めようとするものです。

そして、観光振興においては、県民一人一人の「地域への思い」が重要であることから、観光振興における主役である県民の役割を重視することを明確にする意味で、県民、事業者、民間団体、市町村、県の順に、その役割を規定したところです。


	P4「３　県民、事業者や民間団体、市町村、県の役割」



	４
	観光施策の基本的な役割分担が明らかになると、施策を進めるうえで、大変取組みやすいと考える。
	県民、事業者、民間団体、市町村、県が、基本理念を踏まえて、適切な役割分担と相互の連携、協力の下に観光振興に取り組んでいけるよう、それぞれの役割を明らかにしたところです。


	P4「３　県民、事業者や民間団体、市町村、県の役割」

	５
	県民の役割について浸透させていくためには、どんな方法で実施していくかが課題であり、県は市町村の意見を確認して進めてほしい。
	県は、県民の観光振興に対する理解が深まり、観光振興に関する取組への参画が促進されるよう、市町村や観光振興団体等と協力して、観光振興に関する情報の提供、普及啓発、学習の支援、人材の育成その他必要な措置を講ずるよう努めることとしています。

その中で、基本理念についての県民の理解を深めていくことが重要であると考えています。


	P4「３　県民、事業者や民間団体、市町村、県の役割」

	６
	観光に関する基本計画では、戦略的なアクションプランが必要と考えるが、確実性のあるプランを構築してほしい。
	基本計画については、絵に描いたモチにならないよう、現在、県が策定に向けて取り組んでいる「富山県観光振興戦略プラン」（仮称）に、この条例の趣旨が十分に反映されるよう求めていきます。


	P5「４　観光振興に関する基本計画」



	７
	富山県の観光振興を推進するうえで、富山県観光連盟の位置づけ、役割、体制の強化等について、明記されてはどうか。
	条例制定を契機として、市町村等の行政区域や観光業界など既存の枠にとらわれないオール富山県で市町村、県民、事業者、民間団体等と連携、協力して、大交流時代にふさわしい観光振興推進体制を構築することが重要と考えています。

富山県観光連盟や市町村観光協会など、本県の観光振興の一翼を担う民間団体の今後のあり方についても、この機会に十分検討することが重要と考えています。


	P5「５　施策の推進に係る体制の整備」



	８
	富山県観光連盟と市町村観光団体との連携・支援の強化について、明記されてはどうか。
	
	

	９
	県、市、各種民間団体や、観光施設の地域住民の参画が促進されるような取組みが大切であると考える。
	県は、県民、事業者、民間団体の観光振興に関する取組への参画が促進されるよう、市町村、観光振興団体等と協力して、必要な措置を講ずるよう努めることとしています。

また、県民、事業者、民間団体が行う観光振興に関する活動について、その自主的な取組に配慮しつつ、市町村と連携して必要な支援を行うよう努めることとしています。


	P5「５　施策の推進に係る体制の整備」



	10
	「おもてなしの心」の醸成や、大きな情報発信源となるリピーターを育成する施策を推進してほしい。
	基本理念に掲げた「地域が一体となって地域の魅力を生かした良質なサービスの提供に努めることにより、訪れる人々の満足の度合を高めることが重要である」という認識を県民一人一人が共有できるよう、県では、市町村、観光振興団体等と協力して、観光振興に関する情報の提供、普及啓発、学習の支援、人材の育成その他必要な措置を講ずるよう努めることとしています。


	P3「２　基本理念」

P6「県民等の参画の促進」

	11
	誘客のために一番大切なことは、観光客への「おもてなし」をしっかりすることだと考える。お客さんに喜んでもらえる観光物産を作り、感動を与え、その気持ちを他の人へも広めてもらうことが大切である。
	
	

	12
	広域連携での強力な観光施策を進めてほしい。
	観光旅行者の広域観光ニーズに的確に応えるため、近隣県や広域的な観光関係団体等との連携を積極的に図っていくことが重要であると考えています。


	P7「近隣県等との連携」

	13
	高速交通網の整備に伴い増大が見込まれる県外からの観光客に向けて、県内観光地における新名所、散策コースや、駐車場、休憩施設等を整備する必要があると考える。
	基本計画に基づいて、計画的に観光の基盤となる交通施設、案内施設、交流施設その他の観光旅行者のための施設の整備や観光に関する情報の提供等に関し必要な施策を講じていくことが必要であると考えています。
	P7「観光の基盤となる施設の整備等」


